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新型コ イルス変異株と熱中症に気をつけて
日本社会の激動を見据え

闘tヽを共に前進させよう !
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今 年 の 梅 雨 は異常なほど二十
日も早くやつてきました。
長梅 雨にな りそ うです。 それが明け
ると熱 中症 の夏なので、今 か ら熱 さ
に強い身体 にな るよ う準備 していき
たい ものです。その上に コロナ ウイ
ルスなので、昨年以上 に身体 と健康
に気 をつ けて夏季 の闘争 を進 めてい

きま しょ う。
6/4(金 )に 経営側 に夏季諸要

求 を提 出 して、 7/9(金 )を 支給
予定 日として闘つていきます。
3/26に 組合加入通知 を出 した

太平 ビルサー ビス京都支店の仲間は、
6/10(本 )が 以前か ら支給 日で

あるとの ことで、急速 5/14(金 )

に要求書 を提 出 し春闘の継続闘争 と
ともに、先行 して 6/2(水 )に 夏
季一時金団交 を闘います。

この 6月 、 日本社会は激動し
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一晨

謹啓

緑陰幽草の候、樋 口和男 さんの訃報

をお聞きし、深 く哀悼に耐えません。
これまで私は文字 どお り私の知 己

を 4人亡 くしていますが、樋 口さん

で 5人 にな り、私の知 己はあと 1人
ぐらいにな り、 どん どん減 って、私

だけが残 されて しまってお ります。

1.思 い起 こせ ば、永嶋庸 さんの訴

訟で樋 目さん とご一緒 させていただ

いたことが私 と樋 口さん とのおつ き

あいの始ま りで した。樋 口さんが こ

れまで 自分の人生そのものを具体的

にお話 されたことはな く、私 自身 も

私の ことを樋 口さんに話 したことは

なかったのですが、それでいて、樋
口さん とは何 も話 さな くても何か共

通す るところがあることを感 じてお

りま した。樋 口さんもそ うであった

と思います。それで樋 目さん と私 と

は十分気持 ちが通 じ合 っていた と思
います。

2.樋 口さんは 自分 の悩みや苦 しみ

等 を全 く外 に表す ことはない方で、

私には樋 口さんが大 きな身体で黙 っ

て全ての 自然 を包んで じっ と見守っ

ていて くれ る尊敬すべ き域にあるお

人柄 で したので、樋 口さんがケイ・

エ フの中心になって、一貫 して内な

るものの中で、やってこられた姿が

よくわかる気が します。樋 口さんは

ずつ とこのよ うに して こられたので

あ り、社員の方々の信望はきっ と何

ものにも代 え難 いものであった と思
います。

3.樋 口さんが一度だけ私に、ケイ・

エフの事業及びその運営についての

相談を話 されたことがあ りま した。

当時の私は弁護士の仕事 を していた

こともあ り、私 に何か力 になれ るこ

とがあれば良かったのですが、ケイ・

エ フの事業について、私は何 のお役

にも立てませんで した。現在であれ

ば、私はやっ と弁護士の仕事が好 き

にな り、間違いな く樋 口さんのため

に何 らかのお役 に立ち、積極的に樋
口さんの中に入 つていけたことだっ

た と思い、残念でな りません。

4.又 、 これ まで一度 だ けです が、

樋 口さんが酔っぱ らわれたことがあ

りま した、私 は樋 口さんが酔っぱ ら

うのをそれまで見たことがな く、そ

の姿を見て嬉 しかったのですが、樋

目さんは酔っぱらつても、私 とは違っ

て、人間 としての穏やか さ、温か さ

は少 しも変わ りませんで した。その

時には さすがに私 も天満橋のバスを

乗 るところまで見送 りま したが、そ

の時の樋 口さんお姿を今でも非常に



印象深 く覚えてお ります。

5.そ れ ぐらい樋 口さんはお酒 が好

きで したが、酔っぱ らうことのない

方で、 これ も私 と樋 口さんはよく似

てお りま した。

後 日、その時大丈夫で したか とお

聞き した ら、樋 口さんは完全に酔っ

ぱらって、どうして帰ったのかわかっ

ていなかった と言われ、何事 もな く

良かった と、二人で笑つて しまいま

した。

6.樋 口 さん を思 い 出す と、私 は
「草の葉」 に描 かれている、アメ リ

カのホイ ッ トマンのことが思い出さ

れてな りません。

7.ア メ リカに行 つた知人か ら教 え

てもらったのですが、アメ リカの南

部の小学校では、ホイ ッ トマンの写

真が額 に入れ られ、 日本の天皇のよ

うに、校長室に飾 られているそ うで、

この知人か らホイ ッ トマンの額の写

真 を見せて もらつたことがあ りま し

たが、そのホイ ッ トマンの額の中の

お姿 と樋 目さんのお姿が何故か私に

は重なって見えたのです。

8.さ もあ りなん、アメ リカの南部

は、私の敬慕す るスタイ ンベ ックの

「怒 りのぶ ど う」の地、ホイ ッ トマ

ンの思想 の地であって、私 も樋 口

さんにも本当のふるさとの土地なの

です。この土地で樋 口さんと二人で

酒を飲んで、寝転がって、一杯一礼

又一杯 と傾倒することができていた

ら最高のことであったと思います。

9。 近森駿二郎 さんも亡 くな られ、

樋 口さんも亡くなられましたので、

私と全港湾労働組合の関係はなくなつ

てしまったとしみ じみと思つてお り

ます。

10。 畏れなが ら、樋 口さんに送る言

葉 として、最後に一言述べ させてい

ただきます。 もう何もおそれるもの

はない。私の所に立ち寄つてくれる

友のために、扉を開き、招き入れよ

う、誰であれ、 どんなことであれ、

どんな所であれ、一緒に出かけよう、

共に歩き続けるために、そ して、今

漸 く目覚めん、私はもう一度君 と一

緒に歩きたかったと。
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18 30太平ビルサー ビス分会

京都支店団交

夏季一時金要求提出

30支部執行委員会

30地本執行委員会

30サポセン定期総会 (エル大阪)

30どないする大阪の未来ネット (エル大阪)

武 直樹 (大阪市会議員)講演

30ヨ ンデネット (日 朝 日韓連帯)定例会

00ひまわり医療生協・総会

00ユニオンネット運営委員会

00弁護士・相談会

00地本財政委員会

30支部執行委員会 (予 )

夏季一時金支給 日

0連帯労組関生支部 7/13判 決・座 り込み集会

大阪地方裁判所前公園

10:00半 1決

10:00関 西地方本部・定期大会 (～ 9/1)

(港湾第一センタ丁 )

8/31(火 )


